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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 2日 (2006.2.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 多 値 割 り 当 て 部 １ ４ １ は 、 時 間 ｔ 2  ～ ｔ 3  に は 、 シ ン ボ ル Ｃ Ｏ Ｍ ４ １ を 検 出 す る 。 こ の
時 間 区 間 で は 、 上 述 と 同 じ 要 領 で 、 振 幅 値 が 割 り 当 て ら れ 、 多 値 符 号 列 ６ が 生 成 さ れ る 。
そ の 結 果 、 時 間 ｔ 2  ～ ｔ 3  に は 、 「 Ｙ 」 お よ び 「 Ｘ 」 の 交 番 を 含 む 多 値 符 号 列 ６ が 生 成 さ
れ る 。 た だ し 、 前 述 と 同 様 に 、 Ｃ Ｏ Ｍ ４ １ へ の 変 化 を 表 現 す る た め 、 時 間 ｔ 2  前 後 で 、 同
符 号 レ ベ ル 「 Ｙ 」 が ２ 回 繰 り 返 さ れ る 。 こ の 繰 り 返 し に よ り 、 時 間 ｔ 1  ～ ｔ 2  の 交 番 パ タ
ー ン と 、 時 間 ｔ 2  ～ ｔ 3  の 交 番 パ タ ー ン の 位 相 が 変 化 し て 、 Ｃ Ｏ Ｍ ４ ２ か ら Ｃ Ｏ Ｍ ４ １ へ
の 変 化 が 表 現 さ れ る 。
　 多 値 割 り 当 て 部 １ ４ １ は 、 時 間 ｔ 3  の 直 後 に 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ４ ３ （ 「 １ 」 ま た は 「 ０ 」 ） を
検 出 す る 。 こ の と き 、 第 １ の 保 持 部 １ ５ に は 、 前 回 の 振 幅 値 と し て 「 Ｘ 」 お よ び 「 Ｙ 」 の
い ず れ か が 保 持 さ れ る 。 こ の 場 合 、 多 値 割 り 当 て 部 １ ４ １ は 、 検 出 し た Ｄ Ａ Ｔ Ａ ４ に 、
振 幅 値 「 Ｗ 」 ま た は 「 Ｚ 」 を 割 り 当 て る 。 以 降 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ４ ３ が 入 力 さ れ る 時 間 ｔ 3  ～ ｔ

4  に は 、 「 Ｗ 」 お よ び 「 Ｚ 」 の 羅 列 で 表 現 さ れ る 多 値 符 号 列 ６ が 生 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 な お 、 図 ４ （ ｃ ） の 例 で は 、 ｔ 5  の 直 前 に は 、 第 ２ の 保 持 部 に は 、 前 回 の 振 幅 値 と
し て 「 Ｙ 」 ま た は 「 Ｚ 」 が 保 持 さ れ る 。 し か し 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ７ ２ は 、 時 間 ｔ 4  ～ ｔ 5  に か け
て 「 ０ 」 の み か ら な る 場 合 も 想 定 で き る 。 こ の 場 合 、 時 間 ｔ 2  に 、 前 回 の 振 幅 値 と し て 「
Ｘ 」 が 保 持 さ れ る 場 合 も あ る 。 こ の 場 合 、 復 号 部 ２ ４ は 、 時 間 ｔ 2  の 直 後 に 振 幅 値 「 Ｚ 」
が 検 出 す る 。 前 回 の 振 幅 値 が 「 Ｘ 」 で 、 今 回 の も の 「 Ｚ 」 と い う 関 係 は 、 図 ５ の 復 号 規 則
の １ ． に 該 当 す る 。 し た が っ て 、 復 号 部 ２ ４ は 、 復 号 シ ン ボ ル と し て Ｃ Ｏ Ｍ ７ １ を 再 生 す
る 。
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